
３． 資料を選ぶ観点を生かし、自分の学習の計画を立てる
「調べ学習にどんな資料を使うか、計画を立てよう！」

２． 複数の資料から自分でいくつか選び出し、学習ナビを作成する
「テーマに合わせて本を選ぼう！学習ナビを作ろう！」

１． 体系的に情報検索ができることの有効性を知る
「パスファインダーを知ろう！使ってみよう！」
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児童の実態 解決するための手だて 教師の悩み…

そうだ！パスファインダーの形式を使って… ・複数の本を選ばせたい。
・比べて読み、目的に合った
本を選んでほしい。

・自分から複数の本を探そう
としない。

・本の選び方が分からない。

※ パスファインダーとは…
情報検索のためのリーフレット。

情報を集める手がかり（キーワード）、図書

資料、インターネット資料などのカ

テゴリーに分けて、絞り込んだ情報

が載せられている。

① 各グループの中で、
「キーワード」「図書」
｢新聞｣｢インターネット」
のうち一つを担当し、
テーマに合った複数の
資料を探し出す。

② グループで資料を読
み比べたり検討したり
し、カテゴリーごとに
二つずつの資料に精選
する。

③ 精選した資料を、グ
ループでカテゴリーご
とにまとめる。

○ 総合的な学習の時間に調べるテーマについて、資料を選ぶ計画を立てる。
→ 例：「『福祉』の中でも『点字』をテーマにしよう。図書資料は、

図が載っているものを探そう。新聞にも記事があるかな？」

自分で複数の資料を
比べて読もうとした！

資料を選ぶ観点を
生かすことができた！

児童作成の学習ナビ（例）

複数の資料を比べて
読む意欲が出てきた！

① 既習事項に関わるテーマのパスファインダーを使って、情報検索の仕方を体験する。
→例：社会科「日本の米作り」（１学期に既習）

② パスファインダーの形式を使った「学習ナビ」を作成することを知る。

相手や目的を考えて
資料を選べた！

調べやすい！他のテーマ

の学習ナビも、あったら

使ってみたいな。

資料検索のためのリーフレット作りを通して、

どの資料がいいか精選する活動を行うことで、

自分で資料を探し、比べて読もうとする児童

の育成を図る。

見開きＢ４版。

グループごとに、異なるテーマで作成。

テーマに合った資料を

選ぼう。新聞は情報が

新しいし、インターネット

には動画があったよ。

成 果
○作成する学習ナビを学習経験のあるテーマにしたことで、児
童は使う相手や欲しい資料について意識しやすくなり、効果
的な資料選びにつなげることができた。

○様々なカテゴリーの資料の特長を知り、相手や目的に合わせ
た利用の仕方を検討の段階で確認させたことで、資料の選び
方を自分の学習に生かす計画が立てやすくなった。

課 題
○どの児童も資料の精選がしやすくなるように、各カテゴリー
の資料を比較する際に補助となるようなマニュアルを作成し
たい。

○自分の担当するカテゴリー以外の資料については間接的な検
索体験しかしていないので、今後も資料を精選する活動を継
続的に取り入れていきたい。


